
（4）第 16829 号                　　          　 日 刊 メ タ ル レ ポ ー ト 　       令和 2 年 9月 8日（火曜日）

　
■
国
際
概
況

　

八
月
の
前
半
は
香
港
・
台
湾
を
め
ぐ
る
米
中
対
立

激
化
懸
念
か
ら
の
米
国
の
追
加
支
援
策
に
対
す
る
期

待
や
、
中
国
工
業
用
需
要
回
復
期
待
な
ど
の
プ
ラ
ス

材
料
も
あ
っ
た
が
、
世
界
最
大
の
産
銅
メ
ー
カ
ー
、

チ
リ
C
o
d
e
l
c
o
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
今
年
上
半
期
生
産
高
が
四・
七
%
増
加
、

七
四
万
四
、〇
〇
〇
ト
ン
に
達
し
た
と
発
表
。
供
給
サ

イ
ド
へ
影
響
は
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
さ
ほ
ど
大
き
く

は
な
か
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
た
こ
と
か
ら
Ｌ
Ｍ
Ｅ
銅

相
場
は
D
O
W
N
、
八
月
十
五
日
時
点
で
六
、三
四
二

ド
ル
（
セ
ツ
ル
）
と
月
初
価
格
よ
り
一
〇
四・五
ド
ル

D
O
W
N
の
前
半
締
め
と
な
っ
た
。

　

後
半
は
弱
ユ
ー
ロ
圏
P
M
I
や
そ
れ
を
受
け
た

欧
州
株
の
軟
調
な
足
取
り
な
ど
の
マ
イ
ナ
ス
材
料

も
あ
っ
た
が
、
中
国
の
公
式
デ
ー
タ
ー
で
七
月
の

精
製
銅
生
産
高
が
前
月
よ
り
五・
三
%
減
少
し
て

八
一
万
四
、〇
〇
〇
ト
ン
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
こ
と
、
米
中
高
官
に
よ
る
電
話
で
の
貿
易
協

議
で
、
第
一
段
階
の
合
意
を
順
守
す
る
こ
と
が
再
確

認
さ
れ
た
こ
と
を
好
感
し
Ｌ
Ｍ
Ｅ
銅
相
場
は
U
P
、

九
月
三
日
現
在
、
後
半
ス
タ
ー
ト
価
格
か
ら
二
八
〇

ド
ル
U
P
の
六
、七
一
九
ド
ル
。
当
月
ス
タ
ー
ト
建

値
は
七
五
万
円
。

　

■
前
月
の
経
済
指
標

　
◆
月
間
の
ド
ル
/
円
レ
ー
ト
　（
Ｔ
Ｔ
Ｓ
）

　
一
〇
六
・
六
〇
↓
一
〇
七
・
九
三
（
円
）。

　
◆
自
動
車
生
産
台
数

　
日
本
自
動
車
工
業
会
に
よ
る
と
、
六
月
の
自
動
車
生

産
台
数
は
前
年
比
三
六・六
％
減
の
五
一
万
三
、六
二
六

台
。

　

輸
出
（
七
月
）
は
前
年
比
三
四・六
％
減
の
二
九
万

一
、一
七
一
台
。

　
◆
自
動
車
販
売
台
数

　
日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
に
よ
る
と
、
八

月
の
自
動
車
販
売
台
数
（
軽
除
く
）
は
前
年
比

一
八
・
五
％
減
の
一
九
万
七
、八
三
二
台
。

　
◆
新
設
住
宅
着
工
件
数

　
七
月
の
新
設
住
宅
着
工
は
、
持
家
、
貸
家
及
び

分
譲
住
宅
が
減
少
し
た
た
め
、
全
体
で
前
年
同
月

比
一
一・
四
％
の
減
少
と
な
っ
た
。
ま
た
、
季
節
調

整
済
年
率
換
算
値
で
は
前
月
比
四・
八
％
の
増
加
と

な
っ
た
。

　

新
設
住
宅
着
工
戸
数
は
七
万
〇
、二
三
二 

戸
。

前
年
同
月
比
一
一
・
四
％
減
と
一
三
カ
月
連
続
の

減
少
。

　

新
設
住
宅
着
工
床
面
積
は
五
、六
一
六
千
㎡
。
前

年
同
月
比
一
五
・
六
％
減
、
一
二
カ
月
連
続
の
減
少
。

　

季
節
調
整
済
年
率
換
算
値
で
は
八
二
八
千
戸
。

前
月
比
四
・
八
％
増
、
先
月
の
減
少
か
ら
再
び
の

増
加
。

　
◆
貿
易
関
連
指
標

　
輸 

出

　
財
務
省
貿
易
統
計
に
よ
る
と
、
輸
出
は
前
年
比

で
電
気
銅
が
五
三
・
一
％
増
の
七
万
四
、六
〇
二
ｔ
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
が
六
〇
・
三
％
増
の
三
万
五
、〇
六
四

ｔ
。

　
輸 
入

　
輸
入
は
電
気
銅
が
前
年
比
五
〇
・
一
％
減
の

四
〇
〇
ｔ
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
二
二
・
五
％
減
の
九
、

七
〇
三
ｔ
。

　
■
前
月
の
国
内
指
標 

　

日
本
伸
銅
協
会
発
表
の
七
月
の
伸
銅
品
生
産
推
移

（
速
報
）
に
よ
れ
ば
、
前
年
比
三
四
・
六
％
減
の
四
万

三
、七
八
五
ｔ
。

　

日
本
電
線
工
業
会
発
表
の
出
荷
速
報
（
推
定
）
に

よ
る
と
、
銅
電
線
出
荷
量
は
前
年
比
一
五
・
六
％
減

の
五
万
三
、八
〇
〇
ｔ
で
あ
っ
た
。 

（
六
面
へ
続
く
）

銅
の
輸
出
は
増
加
、
輸
入
は
大
幅
減

自
動
車
生
産
、
な
お
減
少
も
減
少
幅
は
縮
小

橋

本

ア
ル
ミ

橋
本
健
一
郎
氏
リ
ポ
ー
ト
①
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（
四
面
よ
り
続
く
）

　

■
国
内
概
況
ま
と
め

　
【
自
動
車
生
産
】

　

日
本
自
動
車
工
業
会
に
よ
る
と
、
六
月
の

自
動
車
生
産
台
数
は
前
年
比
三
六
・
六
％
減
の

五
一
万
三
、六
二
六
台
。

　

輸
出
（
七
月
）
は
前
年
比
三
四
・
六
％
減
の

二
九
万
一
、一
七
一
台
。

　
【
自
動
車
販
売
】

　

日
本
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
に
よ
る
と
、
八

月
の
自
動
車
販
売
台
数
（
軽
除
く
）
は
前
年
比

一
八
・
五
％
減
の
一
九
万
七
、八
三
二
台
。

　

こ
の
う
ち
乗
用
車
一
六
・
一
％
減
、
貨
物

二
九
・
三
％
減
、
バ
ス
五
七
・
一
％
減
。

　
【
住
宅
着
工
戸
数
】

　

七
月
の
新
設
住
宅
着
工
は
、
持
家
、
貸
家
及
び

分
譲
住
宅
が
減
少
し
た
た
め
、
全
体
で
前
年
同
月
比

一
一・四
％
の
減
少
と
な
っ
た
。
ま
た
、
季
節
調
整
済

年
率
換
算
値
で
は
前
月
比
四・八
％
の
増
加
と
な
っ
た
。　

　
【
伸
銅
品
生
産
】

　

七
月
伸
銅
品
生
産
は
前
年
比
三
四
・
六
％
減
の

四
万
三
、七
八
五
ｔ
と
、
二
〇
カ
月
連
続
減
少
。

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
翌
年
二
〇
〇
九
年
以
来

の
少
な
い
生
産
量
と
な
っ
た
。

　

中
国
国
内
の
工
場
再
開
に
よ
る
需
要
増
加
の
期
待
も

さ
れ
て
い
る
が
、
伸
銅
業
界
に
関
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
ま

だ
前
年
比
で
マ
イ
ナ
ス
需
要
の
感
が
あ
る
と
言
う
。過
去
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
後
、
消
費
財
の
需
要
が
回
復
し
た

と
き
の
伸
銅
品
の
需
要
増
加
す
る
ま
で
、
二
カ
月
か
か
っ

た
。
そ
の
教
訓
か
ら
も
、
自
動
車
業
界
の
生
産
再
開
か
ら

二
カ
月
程
度
遅
れ
て
伸
銅
品
の
生
産
回
復
が
進
む
。

　

品
種
別
で
は
、
銅
条
が
前
年
同
月
比
三
一
・
一
％

減
と
三
カ
月
連
続
マ
イ
ナ
ス
、
黄
銅
棒
は
同

三
五
・
五
%
減
と
一
二
カ
月
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
。

　
【
電
線
出
荷
】

　

前
年
比
一
五・六
％
減
の
五
万
三
、八
〇
〇
ｔ
。
こ
の

う
ち
国
内
一
五・六
％
減
、
輸
出
が
一
五・八
％
減
。　

　
【
輸
出
】

　

電
気
銅
輸
出
が
五
三・一
％
増
の
七
万
四
、六
〇
二
ｔ
、

銅
ス
ク
ラ
ッ
プ
が
六
〇・三
％
増
の
三
万
五
、〇
六
四
ｔ
。

　
【
輸
入
】

　

電
気
銅
が
五
〇・一
％
減
の
四
〇
〇
ｔ
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

が
二
二・五
％
減
の
九
、七
〇
三
ｔ
。

　
【
見
通
し
】

　

・
六
月
の
自
動
車
生
産
が
三
六
・
六
％
減
。
国
内

販
売
台
数
が
前
年
比
一
八
・
五
%
減
。

　

生
産
・
販
売
と
も
に
大
幅
減
だ
が
生
産
の
減
少
率

が
治
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
注
目
。

　

・
七
月
伸
銅
品
生
産
は
前
年
比
三
四・
六
％
減
の

四
万
三
、七
八
五
ｔ
と
、二
〇
カ
月
連
続
減
少
。リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
の
翌
年
二
〇
〇
九
年
以
来
の
少
な
い
生
産
量
と
な
っ
た
。

　
中
国
国
内
の
工
場
再
開
に
よ
る
需
要
増
加
の
期
待
も
さ

れ
て
い
る
が
、
伸
銅
業
界
に
関
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
ま
だ

前
年
比
で
マ
イ
ナ
ス
需
要
の
感
が
あ
る
と
言
う
。
過
去
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
後
、
消
費
財
の
需
要
が
回
復
し
た

と
き
の
伸
銅
品
の
需
要
増
加
す
る
ま
で
、
二
カ
月
か
か
っ

た
。
そ
の
教
訓
か
ら
も
、
自
動
車
業
界
の
生
産
再
開
か
ら

二
カ
月
程
度
遅
れ
て
伸
銅
品
の
生
産
回
復
が
進
む
。

　

・
銅
電
線
出
荷
は
前
年
比
一
五
・
六
％
減
の
五
万

三
、八
〇
〇
ｔ
。
こ
の
う
ち
国
内
一
五
・
六
％
減
、
輸

出
が
一
五
・
八
％
減
。
こ
ち
ら
も
悪
化
。

　
・
銅
輸
出
は
米
中
景
気
の
回
復
期
待
需
要
か
ら
と
も
に

増
加
。

　
・
銅
輸
入
は
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
景
気
後
退
か
ら

と
も
に
大
幅
減
。

　
【
ス
ク
ラ
ッ
プ
景
況
予
想
】

　

流
通
在
庫
は
銅
建
値
が
八
月
中
に
二
万
円
上
昇
し

た
こ
と
や
、前
月
か
ら
の
玉
不
足
が
響
い
て
少
な
い
。

需
要
面
に
関
し
て
は
内
需
は
低
迷
の
ま
ま
だ
が
、
米

中
需
要
の
回
復
か
ら
の
輸
入
玉
不
足
か
ら
の
シ
フ
ト

で
需
要
は
旺
盛
。

　
【
Ｌ
Ｍ
Ｅ
・
為
替
予
想
】

　

今
月
は
米
中
の
景
気
動
向
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束

の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
。

　

米
中
の
景
気
動
向
に
関
し
て
は
中
国
で
工
業
生

産
、
自
動
車
販
売
台
数
な
ど
強
気
経
済
指
標
の
発

表
が
相
次
い
だ
こ
と
や
、
八
月
米
新
車
販
売
台
数

の
堅
実
な
回
復
と
七
月
か
ら
大
幅
に
増
加
し
た
全

米
非
農
業
部
門
雇
用
者
数
な
ど
か
ら
回
復
傾
向
に

あ
る
の
で
は
な
い
か
？

　
コ
ロ
ナ
収
束
の
動
向
に
関
し
て
は
、
米
国
で
新
型
コ

ロ
ナ
か
ら
の
回
復
者
の
血
漿
を
投
与
す
る
新
た
な
治
療

法
を
米
食
品
医
薬
品
局
（
F
D
A
）
が
特
別
に
認
可
し

た
こ
と
、
米
モ
デ
ル
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
開
発
進
捗
と
、
英

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
の
抗
体
ベ
ー
ス
治
療
薬
治
験
開
始
し

た
こ
と
か
ら
回
復
傾
向
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
九
月
の
銅
価
格
は
六
、五
〇
〇

〜
七
、〇
〇
〇
ド
ル
（
セ
ツ
ル
）
と
の
予
想
。

　
ド
ル
円
値
は
一
〇
六
円
〜
一
〇
八
円
（
Ｔ
Ｔ
Ｍ
）
台

を
予
測
。

　
銅
建
値
に
関
し
て
は
七
三
〇
〜
八
〇
〇
円
程
度
と
予

測
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｍ
Ｅ
銅
・

為
替
予
想
米
中
の
景
気
動
向
や
コ
ロ
ナ
収
束
の
動
向
が
左
右

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

　 

▽
亜

　
鉛
＝

　

 

▽
鉛
　
　
＝

　

 

▽
ア
ル
ミ
＝

　

 

▽
銅
　
　
＝

◇
上
海
取
引
所
在
庫
（
九
月
四
日
発
表
）

  　
　
　

  

六
八
五

　

七 

万 

四
、三
二
五 

 　
　

 

一
、四
五
三

　

二 

万 

六
、一
二
七 

　
　

 

一
、六
八
四

二
四 

万 

九
、三
五
三 

 　
　

 

六
、七
八
七

一
七 

万 

六
、八
七
三 

ト
ン 

減

ト
ン
ト
ン 

減

ト
ン
ト
ン 

減

ト
ン
ト
ン 

増

ト
ン


